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	スライド番号 1
	このセミナーは文部科学省・国立研究開発法人科学技術振興機構が主宰するフェローシップ・SPRING事業の一環として開催され、（一社）産学協働イノベーション人材育成協議会のご協力を頂き、セミナー内容はオンラインにて協議会参画の、東北大学,　筑波大学,　東京大学,　東京工業大学,　東京理科大学,　お茶の水女子大学,　東京都立大学,　金沢工業大学,　京都大学,　大阪大学,　大阪公立大学,　神戸大学,　奈良先端科学技術大学院大学,　奈良女子大学,　九州大学,　鹿児島大学の博士課程学生にも配信され、後半の【ディスカッション】では、多くの博士学生と学位取得後のキャリア情報を会場およびオンラインにて共有致します。（ハイフレックス開催におけるZOOM情報は、協議会もしくは各大学を通じて予約者の方にご連絡いたします。）���＊運営管理の都合によりオンライン参加上限を100名程度と致します。�

